       社会科単元指導案                          指導者  川瀬健一

１．分野・単元     地理的分野 ：ヨーロッパとアフリカ
２．単元目標       (1)生徒たちがあまり知らない地域であるアフリカについて調べ、その特徴をしる

                   (2)古い歴史を持ち豊かな資源を持っているアフリカの貧しさの裏には長い植民地という歴史があったことを知る。

　　　　　　　　　 (3)アフリカを植民地にして貧しくしたのはヨーロッパであり、ヨーロッパはそのことにより豊かになったことに気づく。

３．単元の指導観     世界の現状を考えるとき『南北問題』は最も深刻な問題である。しかしそれを問題として認識するには北の諸国による南の諸国の長い植民地支配の歴史を抜きには考えられない。この歴史は歴史の授業の中の『ヨーロッパ世界の発展』のところで学ぶが、国の現状と歴史とが密接につながっていることを事前に地理の学習として学ばせたい。この問題を典型的に示しているのがアフリカ諸国であるが生徒たちには最も馴染みの薄い地域でもある。

　　　　　　　　　　　この単元では、ほとんど知らないアフリカについてじっくり調べこの地域の現状を知ることを中心にし、あわせてヨーロッパを調べることで、両地域の豊かさと貧しさの裏側に植民地支配の歴史が存在することをつかませていきたい。

４．指導計画

時
活動内容
具体的な学習内容

１
世界で最も豊かな国・貧しい国（導入）
・資料：世界各国の一人あたりのＧＮＰ表

・最も豊かな国ベスト20と最も貧しい国ベスト20を使い、それぞれがどの地域の国なのかを調べる。

・なぜ豊かな国と貧しい国がでたのかを考える。

２
課題の設定と分担
（課題１）なぜアフリカは貧しくヨーロッパは豊かなのか？

（課題２）どうしたらこの貧富の差をなくせるか？

（調べる国）

1 アフリカ：エチオピア・ナイジェリア・コンゴ（旧ザイール）・マリ・

　　　　　　ギニア・ビサウ・タンザニア
②ヨーロッパ：イギリス・フランス・ドイツ・ベルギー・ポルトガル・イタリア
（調査項目）

　①国の豊さ（一人あたりGNP・消費財保有率・乳児死亡率）

　②取れる食料と地下資源（世界順位）

　③輸出品・輸入品と貿易相手国

　④ヨーロッパ（アフリカ）との関係（19・20世紀の歴史）

３～７
調査とまとめ、発表準備
・各調査項目にそって調査し発表に備える。

・資料をまとめ発表の準備をする

８～９
発表会
・プリントにそって発表する

10
討論
・なぜアフリカは貧しいのか？・なぜヨーロッパは豊かなのか

・どうやったらこの貧富の格差をなくせるのか？

11
まとめ（レポート作成）
①アフリカはどんな地域か②ヨーロッパはどんな地域か

討論のふたつ課題についての自分の考え

       社会科学習指導案                                  　　　　　　　　指導者  川瀬健一

「ヨーロッパとアフリカ」①        課題設定（導入）
１．本時の目標     （１）世界の国々の間には巨大な貧富の格差があることに気づく。

                   （２）豊さと貧しさとがそれぞれヨーロッパとアフリカに偏在していることに気づき、その原因を推理する。

２．本時の指導観    生徒たちは南北問題はおそらく認識していない。しかし「あこがれのヨーロッパ」「飢餓にあえぐアフリカ」のイメージはおぼろげに持っているに違いない。本時は富の偏在の事実を知る事で、その原因を推理し、南北問題ということを考えるきっかけを与えたい。

３．指導過程

学習内容
生徒の活動
教師の指導・支援

世界の諸地域

貧しい国と豊かな国

（作業）

討論

仮説の設定
・既得の智識を使い白地図の中の各地域名を確認する。

資料「一人あたりGNPベスト20・ワースト20を使い、それぞれの国を白地図に記入し、豊かな国と貧しい国がどの地域に偏っているかをつかむ。（４人班で共同作業をする）

○豊かな国は⇒ヨーロッパに集中

○貧しい国は⇒アフリカに集中　の事実をつかむ

各自の意見をノートに書く

班（４人）で討論する

全体で意見交換を行う。

人の意見を参考にして自分なりの仮説を立てる


白地図を配布

資料を配布

全体での確認作業をする

ここは生徒各自の既得の智識を使って自由に討論させる

この課題を考えるために次回以降調査することを伝える

４本時の評価

関心・意欲・態度


資料活用の技能・表現


知識・理解


　　　なぜヨーロッパは豊かでアフリカは貧しいのか？


























